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◎
自
主
防
災
組
織
の
充
実
に
つ
い
て　

昨
年
十
一
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
「
防

災
対
策
連
絡
会｣

で
の
確
認
に
基
づ
き

自
治
会
各
町
内
会
の
防
災
倉
庫
の
備
品

点
検
を
行
な
い
ま
し
た
。
各
町
内
会
の

役
員
さ
ん
を
始
め
、
組
長
さ
ん
に
も
防

災
備
品
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
機
器
の
操
作
な
ど
も
含
め
た
防

災
訓
練
を
行
な
う
な
ど
、
香
川
自
主
防

災
組
織
の
充
実
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に｢

防
災
部
会｣

を
常
任
部
会

と
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

◎
部
会
の
再
編
成
に
つ
い
て

　

各
部
会
の
行
事
や
活
動
内
容
を
検
討

し
な
が
ら
、
部
会
の
統
廃
合
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
今
年
度
中
に
具
体
化
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◎
香
川
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

　

茅
ケ
崎
市
の
「
香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
計
画｣

は
長
期
に
わ
た
る
た
め
、

進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
明
る
く

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
ま
す
が
、自
治
会
と
し
て「
香

川
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
検
討
す
る

部
門
も
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　

４
月
24
日
（
土
）、「
平
成
21
年
度
・

事
業
報
告
及
び
事
業
費
決
算
報
告
」
を

審
議
す
る
総
代
会
が
、
総
代

105
名
の
う

ち
、
出
席
者
37
名
、
委
任
状
49
名
が
出

席
、
議
長
に
第
三
町
内
会
の
竹
内
敏
氏

を
選
出
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
（
日
）、「
平
成
22
年
度
・

事
業
計
画
及
び
事
業
費
予
算
（
案
）」

を
審
議
す
る
総
代
会
は
、
総
代

105
名
の

う
ち
、
出
席
者
53
名
、
委
任
状
30
名
に

よ
り
、
自
治
会
長
の
再
任
な
ど
自
治
会

役
員
に
つ
い
て
承
認
、
続
い
て
議
長
に

第
二
町
内
会
の
一
本
木
利
明
氏
を
選
出

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

・
自
治
会
館
の
老
朽
化
に
関
し
て
、
昨

　

年
末
に
行
っ
た
会
館
敷
地
内
で
の
ボ

　

ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
今

　

後
の
取
り
組
み

・
自
治
会
が
主
催
す
る
行
事
内
容
の
見

　

直
し

・
自
治
会
館
の
自
主
管
理
運
営

な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

(

総
務
部
会
長　
　
　

水
上　

尚)
　

四
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

前
年
に
引
き
続
き
二
年
間
自
治
会
長
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
役
員
の
改
選
で
、
三

分
の
一
ほ
ど
が
入
れ
替
わ
り
、
新
し
い
体
制
で
、
協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
自
治
会
運
営
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は｢

香
川
自
治
会
基
本
目
標｣

に
基
づ
き
、｢

明
る
く
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」

　　　時　間：14 時～ 16 時
活　動：4 ～ 6 人体制で
　　　1 回／月程度の活動
連絡先：まちづくり部会長
　　　　阿部　利昭
電　話：５２－５４１５

明
る
く
安
全
で

 

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

香川自治会長
山本　茂樹

を
目
指
し
て
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
当
面
の
課
題
は
次
の
と
お
り
と
考

え
ま
す
。

◎
自
治
会
館
の
老
朽
化
対
応
に
つ
い
て

　

一
昨
年
の
九
月
に｢

会
館
建
設
検
討

会 ｣

が
発
足
し
て
建
て
替
え
の
方
向
で

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
資
金
が
大

幅
に
不
足
し
て
、
も
し
新
築
す
る
と
な

り
ま
す
と
会
員
の
皆
様
に
寄
付
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
般
の
諸
事
情
か
ら
寄
付
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
避
け
、
雨
漏
り
箇
所
の
改

修
や
屋
根
瓦
の
補
修
な
ど
、
大
規
模
な

改
築
を
す
る
方
向
に
変
更
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
会
館
の
敷
地
の
地
質

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
に

は
建
物
の
耐
震
調
査
も
行
な
い
な
が
ら

改
修
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

香
川
自
治
会
の

主
要
行
事
日
程

香
川
自
治
会
基
本
目
標

平
成
22
年

４
月
24
・
25
日　

香
川
自
治
会
・

　
　
　
　
　
　
　

総
代
会

５
月
５
日　
　
　

地
引
網
大
会

６
月
５
・
６
日　

 

諏
訪
神
社
大
祭

７
月
19
日　
　
　

浜
降
祭

８
月
７
・
８
日　

 

香
川
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
り

９
月　
　
　
　
　

敬
老
の
お
祝
い

10
月
３
日　
　
　

香
川
地
区
体
育
大
会

11
月　
　
　
　
　

湘
北
地
区
防
災
訓
練

11
月　
　
　
　
　

湘
北
地
区
市
民
集
会

11
月　
　
　
　
　

香
川
自
治
会
文
化
祭

平
成
23
年

１
月
８
日　
　
　

賀
詞
交
歓
会

詳
細
な
日
時
は
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総代会で挨拶する議長

　 科 　 目 　
繰 越 金
正 会 員 会 費
特 別 会 員 会 費
交 付 金 ・ 補 助 金
資 源 回 収 協 力 金
寄 付 金 ・ 受 取 利 息
会 館 収 入
ふれあい部会行事収入
雑 収 入
収 入 総 額

町内会活動費

　 小 計
支 出 合 計
予 備 費
繰 越 金
支 出 総 計

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

平成22年度予算額
2,184,798

10,131,000
154,800

1,450,000
1,320,000

5,000
694,000
290,000
50,000

16,279,598

平成21年度決算額
2,413,174

10,027,750
158,400

1,434,986
1,314,427

2,921
690,520
357,080
191,829

16,591,087

平成22年度予算額
130,000
600,000
10,000

320,000
40,000

900,000
500,000

2,674,000
100,000

1,000,000
500,000

6,774,000
260,000
300,000
270,000
280,000
210,000
35,000

1,350,000
970,000
166,000
140,000
660,000
190,000
20,000

4,851,000
385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000
30,000
20,000

102,300
57,300
32,200
30,000

440,000
2,671,800

14,296,800
1,982,798

0
16,279,598

平成21年度決算額
119,088
577,196

0
224,000
30,000

900,000
525,000

2,758,422
89,407

1,531,706
696,877

7,451,696
237,967
293,985
191,237
254,693
224,354
28,873

1,017,788
979,260
139,336
133,374
654,695
156,056

7,775
4,319,393

385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000

-
-

100,500
57,300
31,400
46,000

440,000
2,635,200

14,406,289
0

2,184,798
16,591,087

平成22年4月10日　香川自治会　会　　　長　山本　茂樹
会計部会長　長嶋　憲治

香 川 福 祉 ふ れ あ い 基 金
香川自治会館償却積立金
香川浜降祭実行委員会積立金

1,449,050
8,237,253
2,558,375

＜預金・積立金残高＞ （単位：円）

平成22年度　香川自治会　一般会計予算
(2010年4月1日～2011年3月31日）

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

第一
第二
第三
第四

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
自治会館償却積立金
雑 費
　 小 計

総 務 部 会 費
会　計　部　会　費
文 化 厚 生 部 会 費
広 報 部 会 費
環 境 整 備 部 会 費
衛 生 部 会 費
ふ れ あ い 部 会 費
まちづくり部会費
会 館 管 理 部 会 費
　 小 計
日 本 赤 十 字
赤　い　羽　根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会
青少年育成推進協議会
レディース香川
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団
香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
防 犯 協 会
湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会
香川地区社会福祉協議会
資源回収協力金

平成22年4月1日現在

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分

担

金 平
成
21
・
22
年
度

香
川
自
治
会
・
総
代
会
開
催



　

本
年
度
の
役
員
改
選
で
引

き
続
き
町
内
会
長
を
引
き
受

け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
山
本
自
治

会
長
の
下
で
自
治
会
運
営
も

格
段
の
進
展
を
遂
げ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

も
続
投
さ
れ
る
事
と
な
り
心

強
い
限
り
で
、
私
も
足
手
纏

い
に
な
ら
な
い
様
協
力
を
惜

し
ま
ぬ
所
存
で
す
。

　

又
「
広
報
か
が
わ
」
は
自

治
会
活
動
や
出
来
事
が
一
目

瞭
然
に
判
り
や
す
く
、
詳
細

に
記
述
さ
れ
、
編
集
者
の
気

配
り
の
ご
苦
労
を
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

　

以
上
昨
年
迄
の
素
晴
ら
し

い
実
績
を
省
み
な
が
ら
、
第

一
町
内
会
は
、
自
治
会
と
し

て
も
気
に
掛
け
て
い
る
「
防

災
対
策
」
に
つ
い
て
「
防
災

対
策
委
員
会
」
と
併
せ
な
が

ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
行

政
も
色
々
な
資
料
を
発
行
し

て
啓
蒙
し
て
い
ま
す
が
、
イ

マ
イ
チ
緊
迫
感
に
欠
け
る
様

に
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
中
国

で
発
生
し
た
大
地
震
災
害
の

惨
嬉
た
る
光
景
を
み
て
、
自

分
が
こ
の
立
場
に
あ
っ
た

時
、
ど
ん
な
対
応
を
取
る
か

今
か
ら
考
え
て
置
く
必
要
を

感
じ
て
い
ま
す
。　

　

前
年
度
に
続
き
第
二
町
内

会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

役
員
、
組
長
さ
ん
に
助
け

て
頂
き
な
が
ら
、
２
年
間
仲

良
く
楽
し
い
町
内
会
で
し
た

が
、
全
て
が
う
ま
く
活
動
で

き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

失
敗
し
た
時
、
周
囲
の
皆

様
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
た
お
か
げ
と
、
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
知
恵
と
力
を

頂
き
な
が
ら
新
メ
ン
バ
ー
と

共
に
一
層
の
努
力
を
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
役
員
を
引
き
受

け
て
下
さ
っ
た
方
々
に
は
、

経
験
を
活
か
し
た
活
動
を
、

新
し
い
気
持
ち
で
新
役
員
さ

ん
に
伝
え
て
頂
け
れ
ば
、
自

治
会
、
部
会
の
組
織
を
理
解

し
て
下
さ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

い
え
、
自
治
会
は
団
体
組
織

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
家
庭
を
見
守
り
な
が
ら
周

囲
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
何
事
に
も
責

任
を
自
覚
し
て
い
た
だ
け
る

と
楽
し
い
活
動
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
役
員
改
選
で
、

町
内
会
長
の
大
役
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
役
員
は
何
度
か

携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
町

内
会
長
の
大
役
は
初
め
て
で

す
の
で
、
伊
東
前
会
長
を
は

じ
め
町
内
役
員
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

世
間
で
は
、
毎
日
暗
い
出

来
事
ば
か
り
報
道
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、｢

明
る
く
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

｣

を
基
本
目
標
に
活
動
を
推

進
し
、
少
し
で
も
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

防
犯
に
つ
い
て
は
、
駅
前

に
あ
り
ま
す｢

さ
く
ら
ハ
ウ

ス｣

を
拠
点
と
し
た
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
及
び
町
内
会

員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
犯
罪
の
起
き
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

毎
月
実
施
し
て
お
り
ま

す｢

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

は
、
今
年
度
も
引
続
き
実
施

し
て
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
は
自
治
会
の
課
題
と
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役
職　
　
　
　
　

氏
名　
　

町　
　

組

自
治
会
長　
　
　

山
本
茂
樹　

(1)　

12-

1

　
総
務
部
会
長　
　

水
上　

尚　

(3)　

24-

2

〃
副
部
会
長　
　

椎
野
康
博　

(4)　

28　

会
計
部
会
長　
　

長
嶋
憲
治　

(2)　

29-

２

〃
副
部
会
長　
　

竹
内　

敏　

(3)　

22-

1

　
第
一
町
内
会

　

〃　

会
長　
　

入
澤
昭
一　
　
　

１　

　

〃　

副
会
長　

－　
　
　

　

〃　

総
務　
　

小
川
悌
三　
　
　

20　

　

〃　

会
計　
　

－

　

文
化
厚
生　

◎
安
江
利
一　
　
　

21-

６

　
　

〃　
　
　
　

小
笠
原
幸
四
郎　

26-

２

　
　

〃　
　
　
　

菅
沢
孝
一　
　
　

21-

１

　

広
報　
　
　

◎
海
老
名
惇　
　
　

27-

１

　
　

〃　
　
　

○
石
井
淳
一　
　
　

26-

１

　

環
境
整
備　
　

八
島
昌
平　
　
　

７

　
　

〃　
　
　
　

法
月
和
代　
　
　

38

　

衛
生
嘱
託　
　

横
山
忠
治　
　
　

５

　
　

〃　
　
　
　

鈴
木　

稔　
　
　

39

　
　

〃　
　
　
　

鈴
木
忠
雄　
　
　

15

　

ふ
れ
あ
い　

◎
臼
井
五
郎　
　
　

21-

１

　
　

〃　
　
　
　

末
武
亨
一　
　
　

23-

１

　
　

〃　
　
　
　

斎
藤
正
義　
　
　

26-

３

　
　

〃　
　
　
　

竹
下
正
昭　
　
　

13-

２

　

ま
ち
づ
く
り　

佐
々
木
次
臣　
　

17

　
　

〃　
　
　

○
川
口
基
博　
　
　

４-

２

　

会
館
管
理　
　

秋
田
静
子　
　
　

15

　
　

〃　
　
　
　

中
村
久
視
子　
　

39

　

地
区
会
計
Ａ　

青
野
雅
則　
　
　

21-

２

　
　

〃　
　

Ｂ　

安
江
恵
子　
　
　

21-

６

　
　

〃　
　

Ｃ　

天
野
綾
子　
　
　

23-

１

第
二
町
内
会

　

〃　

会
長　
　

沓
澤
幸
子　
　
　

52

　

〃　

副
会
長　

中
村
六
一　
　
　

17-

２

　

〃　

総
務　
　

今
田
嘉
彦　
　
　

38-

１

　

〃　

総
務　
　

中
村
博
子　
　
　

17-

２

　

〃　

会
計　
　

一
本
木
利
明　
　

31-

６

　

文
化
厚
生　

○
上
総
悦
子　
　
　

25

　
　

〃　
　
　
　

黒
川
伊
三
男　
　

33-

３

　
　

〃　
　
　
　

伊
藤
裕
子　
　
　

37-

３

　

広
報　
　
　
　

那
木
由
美　
　
　

４-

３

　
　

〃　
　
　
　

大
野
昭
子　
　
　

33-

４

　

環
境
整
備　
　

廣
里
昌
子　
　
　

１-

４

　
　

〃　
　
　
　

平
塚
満
男　
　
　

54-

１

　

衛
生
嘱
託　
　

長
嶋
ま
り
子　
　

29-

２

　
　

〃　
　
　
　

河
南
有
信　
　
　

36-

３

　
　

〃　
　
　
　

金
子
和
子　
　
　

41-

１

　
　

〃　
　
　
　

須
藤　

晃　
　
　

12-

１

　

ふ
れ
あ
い　
　

水
越
直
美　
　
　

37-

３

　
　

〃　
　
　
　

石
塚
峰
子　
　
　

33-

１

　
　

〃　
　
　
　

藍
場
み
は
る　
　

33-

３

　
　

〃　
　
　
　

小
林
博
美　
　
　

29-

２

　

ま
ち
づ
く
り　

西
山
佳
孝　
　
　

28

平
成
22
・
23
年
度
役
員
名
簿
　
　

〃　
　
　
　

千
代
田
巴　
　
　

28

　

会
館
管
理　

○
北　

芳
光　
　
　

27

　
　

〃　
　
　
　

石
塚
博
一　
　
　

33-

１

　

地
区
会
計
Ａ　

白
石
英
剛　
　
　

７-

２

　
　

〃　
　

Ｂ　

中
村
博
子
（
兼
務
）

　
　

〃　
　

Ｃ　

藍
場
幸
太　
　
　

33-

３

　
　

〃　
　

Ｄ　

高
橋　

功　
　
　

31-

５

第
三
町
内
会

　

〃　

会
長　
　

山
田
邦
彦　
　
　

24-

５

　

〃　

副
会
長　

伊
東
治
尊　
　
　

18

　

〃　

総
務　
　

水
上　

尚　
　
　

24-

２

　

〃　

会
計　
　

竹
内　

敏　
　
　

22-

１

　

文
化
厚
生　
　

小
松
隆
雄　
　
　

31-

７

　
　

〃　
　
　
　

竹
牟
禮
み
さ
子　

24-

９

　
　

〃　
　
　
　

西
山
京
子　
　
　

31-

１

　

広
報　
　
　
　

渡
辺
美
千
子　
　

14　

　
　

〃　
　
　
　

山
中
寿
子　
　
　

16

　

環
境
整
備　

○
金
森
四
郎　
　
　

９-

２

　
　

〃　
　
　

◎
三
好
友
和　
　
　

31-

５

　

衛
生
嘱
託　
　

見
米
精
市　
　
　

14

　
　

〃　
　
　
　

宮
田
義
男　
　
　

24-

５

　
　

〃　
　
　
　

岡
本
ツ
ル
子　
　

12

　

ふ
れ
あ
い　
　

河
名
敏
和　
　
　

24-

１

　
　

〃　
　
　
　

稲
葉
信
孝　
　
　

10-

３

　

ま
ち
づ
く
り　

大
橋　

勉　
　
　

10-

４

　
　

〃　
　
　
　

内
田
勇
夫　
　
　

24-

１

　

会
館
管
理　

◎
野
島
勝
生　
　
　

20

　
　

〃　
　
　
　

昆　

俊
郎　
　
　

30-

２

　

地
区
会
計　
　

松
下
貴
子　
　
　

21-

２

　
　

〃　
　
　
　

兼
子
寿
子　
　
　

33-

２

　
　

〃　
　
　
　

岩
本
マ
チ
子　
　

９-

２

第
四
町
内
会

　

〃　

会
長　
　

石
嶋
一
男　
　
　

36-

４

　

〃　

副
会
長　

榎
本
正
明　
　
　

７-

１

　

〃　

総
務　
　

椎
野
康
博　
　
　

28　

　

〃　

会
計　
　

持
田
栄
一　
　
　

３-

８

　

文
化
厚
生　
　

三
橋
き
く
よ　
　

34-

１

　
　

〃　
　
　
　

菊
池
精
祐　
　
　

６-

１

　
　

〃　
　
　
　

柿
澤
ヨ
シ
子　
　

９-

４

　

広
報　
　
　
　

今
井
友
子　
　
　

22-

１

　
　

〃　
　
　
　

小
林
信
幸　
　
　

14

　

環
境
整
備　
　

藤
間　

武　
　

３-

５-

２

　
　

〃　
　
　
　

熊
澤
静
子　
　
　

４-

１

　

衛
生
嘱
託　

◎
新
井
広
太
郎　
　

４-

１

　
　

〃　
　
　

○
足
立
誠
司　
　
　

14

　
　

〃　
　
　
　

塩
澤　

邦　
　
　

28

　

ふ
れ
あ
い　
　

野
田
多
美
江　
　

37-

１

　
　

〃　
　
　

○
濱
田
眞
由
美　
　

34-

３

　
　

〃　
　
　
　

東
美
由
紀　
　
　

22-

２

　
　

〃　
　
　
　

豊
喜
六
巳　
　
　

31-

２

　

ま
ち
づ
く
り　

大
貫
房
子　
　
　

26-

３

　
　

〃　
　
　

◎
阿
部
利
昭　
　
　

８-

１

　

会
館
管
理　
　

鈴
木
一
郎　
　
　

７-

１

　
　

〃　
　
　
　

中
村
冨
美
子　
　

14

　

地
区
会
計
Ａ　

高
見
ひ
ろ
子　
　

３-

６

　
　

〃　
　

Ｂ　

岡
本
英
次　
　
　

12

　
　

〃　
　

Ｃ　

田
中
京
子　
　
　

48-

２

　
　

〃　
　

Ｄ　

古
越
久
介　
　
　

39-

２

注
・
各
部
会
の
◎
印
は
部
会
長
、
○
印
は
副
部
会
長
を
表
し
ま
す
。

平成 22 - 23 年度
代表副会長

町内会長

ご挨拶

第
一
町
内
会
長

　

入
澤　

昭
一

第
三
町
内
会
長

山
田　

邦
彦　

第
四
町
内
会
長

石
嶋　

一
男

代
表
副
会
長

第
二
町
内
会
長

沓
澤　

幸
子

第
二
町
内
会
長

　

沓
澤　

幸
子

　

香
川
自
治
会
組
織
を
一
部
変
更
と

「
広
報
か
が
わ
」
で
記
載
さ
れ
ま
し
た

よ
う
に
、
各
４
町
内
会
長
が
香
川
自
治

会
の
副
会
長
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自

治
会
長
が
外
部
団
体
に
も
す
べ
て
参
画

さ
れ
て
お
り
、
自
治
会
長
へ
の
負
荷
が

過
大
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
役
員
会
で
話
し
合
い
、
代
表

副
会
長
が
外
部
団
体
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
内
外
部
と
も
充
実
し
た
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
人
選
し
た
結
果
、
新
し
い

方
が
見
つ
か
る
ま
で
、
私
が
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
部
団
体
は
次
の
６
つ
で
す
。　

・
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会

・
湘
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

・
香
川
社
会
福
祉
協
議
会

・
香
川
地
区
体
育
振
興
会

・
香
川
小
学
校
区
青
少
年
育
成
推
進
協

議
会

・
湘
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

な
お
、
以
上
の
６
団
体
の
う
ち
私
は

４
団
体
参
画
中
で
す
。

　

現
在
の
香
川
自
治
会
は
自
治
会
館
の

建
替
え
、
防
災
対
策
、
部
会
再
編
成
、

自
治
会
分
割
等
、
短
・
中
期
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
、
ど

の
よ
う
に
、
重
要
な
課
題
は
何
か
を
皆

様
で
話
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

自
治
会
長
の
サ
ポ
ー
タ
役
と
し
て
、

力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職
務
を

果
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
町
内

役
員
及
び
代
議
員
に
よ
る
自

主
防
災
体
制
の
再
確
認
と
会

員
の
方
々
へ
の
周
知
徹
底
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
町
内
役

員
も
決
ま
り
第
１
回
役
員
会

も
開
か
れ
、
町
内
会
活
動
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
達
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
何
が
大
事
な
の
か
、
必

要
な
の
か
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
、
希
望
を
充
分
聞
い

て
、
町
内
活
動
に
取
り
入
れ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
高
齢
者
の
孤
独
死
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
又
交
通

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

近
隣
の
人
と
の
挨
拶
の
必
要

性
（
声
の
掛
け
合
い
）、
又

道
路
を
歩
く
時
の
心
構
え
、

自
転
車
に
乗
る
場
合
も
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に

あ
わ
な
い
様
自
分
を
し
っ
か

り
守
る
様
み
ん
な
で
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
そ
の
よ
う
な
目
的
達

成
の
た
め
ま
ち
の
環
境
整
備

を
進
め
、
私
た
ち
住
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

◎
平
成
21
年
度
は
３
月
末
日
で
、
役

員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
、
組
長
の
交

代
と
併
せ
て
新
年
度
役
員
の
改
選
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

既
に
選
任
さ
れ
た
新
組
長
に
対
し
て

は
、
１
月
17
日
に
新
組
長
会
を
開
催
し

て
、｢

組
長
さ
ん
の
お
し
ご
と｣

に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
い

て
次
年
度
の
代
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、

第
一
町
内
会
で
は
６
名
の
代
議
員
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
さ
ん
は
約
百
世
帯
を
一
グ

ル
ー
プ
に
し
た
組
長
さ
ん
の
代
表
で
す
。

平
成
22
年
度
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
三
月
は
年
度
の
締
め
切
り
で
、
決
算

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
大
会
等
の
選
手
集
め
の
会
議
時

の
お
茶
代
や
、
体
育
大
会
に
掛
か
る
費

用
等
を
計
上
し
、
そ
の
他
、
今
年
は
防

災
用
品
に
、
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
25
個

購
入
し
ま
し
た
。
決
算
で
は
こ
れ
ら
の

内
容
に
つ
い
て
監
査
を
受
け
、
正
し
い

事
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

◎
自
治
会
を
退
会
す
る
人
が
一
年
分
の

会
費
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
退
会
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
の
会
費
は
預
か
り

分
と
し
て
返
金
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
組
の
中
で
引
っ
越
し
さ
れ
る
方
が

あ
る
時
は
、
速
や
か
に
町
内
会
総
務
に

連
絡
し
て
下
さ
い
。

◎
平
成
22
年
度
の
新
役
員
は
17
名
が
継

続
、
12
名
の
方
に
新
し
く
役
員
を
引
き

受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
副
会
長
と
町
内
会
計

が
空
席
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
町
内

会
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
自
治
会
の
お

手
伝
を
し
て
頂
け
る
方
が
お
り
ま
し
た

ら
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
、
21
年
度
の
活
動
が
無
事
に

終
え
、
新
た
に
平
成
22
・
23
年
度
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
第
二
町
内
会
長
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
ど
た
ど

し
い
足
取
り
で
行
事
に
沿
っ
た
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
役
員
の
皆
様

と
組
長
さ
ん
に
助
け
ら
れ
ま
し
て
、
何

と
か
２
年
間
過
ご
せ
ま
し
た
事
を
心
よ

り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
々
に
第
一
回
目
の
新
組
長
会
議
を

１
月
30
日
（
土
）
に
自
治
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

二
回
目
は
４
月
３
日
（
日
）
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
二
回
目
は
陽
気
も

良
か
っ
た
せ
い
か
、
出
席
率
が
85
％
以

上
で
し
た
。

　

皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
、
協
力
を
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
役
員
は
じ
め
、
第
二

町
内
会
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
お
知
ら
せ
・
香
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園

　

３
月
末
日
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
芝
生
が
根
ず
く
ま
で
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
１
～
２
ヶ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

完
成
セ

レ
モ
ニ
ー

を
開
く
予

定
で
お
り

ま
す
。

第
二
町
内
会

●
４
月
定
例
役
員
会
（
4
・
3
／
4
・
10
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

３
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
４
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

③
各
部
会
、
正
・
副
部
会
長
選
考
会
議

報
告　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
長
）

④
会
館
管
理
業
務
の
引
継
ぎ
及
び
警
備

体
制
に
つ
い
て
（
会
館
管
理
部
会
長
）

⑤
会
館
建
設
検
討
会
報
告　
（
議
長
）

⑥
「
地
引
網
大
会
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
ふ
れ
あ
い
部
会
長
）

⑦
そ
の
他　
　
　
　
　
　

検
討
事
項

・
自
治
会
館
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

・「
会
館
使
用
規
則
改
正
（
案
）　

」
に

つ
い
て　
　
　
（
会
館
管
理
部
会
長
）

・
平
成
21
・
22
年
度
実
績
及
び
事
業
計

画
（
案
）
に
つ
い
て　
（
総
務
部
会
長
）

・
平
成
21
・
22
年
度
実
績
及
び
事
業
予

算
（
案
）
に
つ
い
て　
（
会
計
部
会
長
）

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

　

風
の
強
い
日
、
ま
だ
、
二
～
三
歳
の

女
の
子
だ
ろ
う
。
公
園
で
駆
け
っ
こ
を

し
て
い
ま
し
た
。
元
気
な
声
で
走
り
回

っ
て
い
る
そ
の
姿
を
お
母
さ
ん
達
は
、

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
見
て
い
ま
す
。
ど
こ

か
ら
か
１
枚
の
レ
ジ
袋
が
女
の
子
の
足

に
絡
ん
だ
の
で
す
。
女
の
子
は
そ
の
レ

ジ
袋
を
取
り
、
お
母
さ
ん
に｢

は
い
ゴ

ミ｣

と
言
っ
て
手
渡
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は｢

ニ
コ
ッ｣

と
笑
っ
て

鞄
に
入
れ
ま
し
た
。｢

あ
り
が
と
う
！
」

と
私
は
心
で
呟
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
街
に
暮
ら
せ
て
良
か
っ
た
…
。

　

さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
、
第
四
町
内

会
は
、
新
た
な
会
長
に
、
石
嶋
一
男
氏

を
迎
え
、
前
任
者
の
榎
本
正
明
氏
は
副

会
長
と
し
て
、
引
き
続
き
四
町
の
要
職

を
担
っ
て
戴
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

石
嶋
氏
は
長
年
、
地
区
体
育
振
興
会

の
会
長
職
を
歴
任
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
体
育
大
会
で
四
町
は
、
準

優
勝
と
い
う
賞
を
戴
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
渡
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
な
と
今
か
ら
力
が
入

る
思
い
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り｢

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
by
里

山
公
園｣

と
銘
打
っ
て
皆
様
の
健
康
増

進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
企
画
し
た
こ
の
行
事
は
、
今
年
度
は

６
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
11
月
に
は
「
ふ
る
さ
と
香
川
」

の
顔
と
し
て
の
「
芋
煮
会
」
も
例
年
通

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　

四
町
で
は
、｢

こ
ん
な
街
に
住
み
た

い
、
こ
ん
な
街
に
し
た
い｣
を
合
い
言

葉
に
今
年
度
も
、｢

感
謝
と
笑
顔
が
溢

れ
る
香
川
」
造
り
を
、
力
強
い
新
役
員
、

地
域
の
皆
様
と
協
働
で
造
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　
（
総
務　

椎
野　

康
博
）

　

４
月
は
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

町
内
会
も
新
体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。

会
員
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
４
月
18
日
組
長
会
議
を
開
催
し
、
22

年
度
の
自
治
会
費
の
集
金
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
夕
ど
き
の

「
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
継
続
に

つ
い
て
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
４
月
24
日
に
は
、
21
年
度
の
締
め
く

く
り
と
し
て
の
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、

翌
25
日
に
は
22
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
を
決
め
る
総
代
会
が
開
催
さ
れ
て
、

手
続
き
上
で
も
新
年
度
へ
の
出
発
点
と

な
り
ま
し
た
。

◎
今
年
は
、
異
常
気
象
と
も
い
え
る
不

順
な
天
候
が
続
き
、
地
震
災
害
が
世
界

的
に
発
生
し
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

災
害
は
予
告
な
し
に
発
生
し
大
き
な

被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

は
、
普
段
の
心
が
け
と
準
備
が
必
要
で

す
。

　

地
域
防
災
に
つ
い
て
、
つ
め
た
検
討

が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
の
防

災
体
制
・
活
動
に
つ
い
て
早
急
に
検
証

し
、
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

今
年
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
定
例
役
員
会　
（
３
・
６
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

２
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
３
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

③
「
会
館
管
理
要
員
」
採
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
長
）

④
平
成
22
年
度　

会
館
利
用
説
明
会
に

つ
い
て　
　
　

(

会
館
管
理
部
会
長)

⑤
平
成
21
年
度　

各
町
内
会
、
各
部
会

事
業
費
決
算
報
告
書
提
出
、
及
び
仮
払

金
の
清
算
等
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

(

会
計
部
会
長)

⑥
防
災
倉
庫
「
在
庫
備
品
リ
ス
ト
」
作

成
に
つ
い
て　
　
　
　

(

自
治
会
長)

⑦
そ
の
他

検
討
事
項

①
自
治
会
館
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

自
治
会
長)

②
「
自
治
会
館
使
用
規
則
」
改
正
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

(

総
務
部
会
長)

③
平
成
22
年
度
～
23
年
度
自
治
会
役
員

に
つ
い
て　
　
　
　

(

総
務
部
会
長)

ゆうゆう公園
全景

非常持ち出し
防災グッズ

香
川
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿
と

担
当
す
る
地
域　

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で

お知らせ　 氏 名 　

野島　　勝生

小笠原幸四郎

椎野　多恵子

新倉　　篤子

長谷川泉太郎

生月　小夜子

沓澤　　幸子

大宮　　初枝

岩本　マチ子

宮原　　澄江

担当地域

●民生委員・児童委員

　電　話　

51-3000

52-7092

51-9318

51-8266

52-2097

57-7055

57-7966

57-7422

52-8505

53-0646

香川1丁目
香川1丁目
香川1丁目
香川3丁目
香川1丁目
香川2丁目
香川2丁目

香川3丁目
香川4丁目
香川4丁目

香川4丁目

香川4丁目
香川5丁目
香川6丁目

香川6丁目
香川7丁目

19、11～13(5)、14、
35～41
13(6,7)、15～23
1～6
24～34
20～26
1～19、27～31

7～29
28、38～43
1～12、19～27、29

13～18、30～37、
44～47
48～50
2～18
1～13、15～23

14、24～34、
1～14、1860

小澤　　美江
●主任児童委員

59-4293
香川全地域



　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

早
春
の
青
き
魚
に
銀
の
す
じ

湘
南
の
海
荒
れ
て
を
り
花
ミ
モ
ザ

　

あ
の
洋
も
の
の
ミ
モ
ザ
の
黄
色
い
花

が
明
る
い
湘
南
の
海
の
色
に
良
く
映
え

る
。
モ
ダ
ン
な
明
る
い
一
句
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

鴨
引
き
し
池
に
い
つ
し
か
番
鳥

ま
だ
節
に
な
ら
ぬ
口
笛
青
き
踏
む　

　

自
然
の
心
を
よ
く
把
握
し
た
見
事
な

一
句
。
自
ず
か
ら
軽
い
、
ま
だ
節
に
な

ら
な
い
口
笛
が
洩
れ
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

亀
の
背
に
亀
ま
た
亀
や
風
光
る

鳥
帰
る
流
れ
の
速
き
馬
入
川

　

秋
季
に
渡
っ
て
来
た
鳥
が
春
季
に
帰

っ
て
行
く
、
所
謂
北
帰
行
で
あ
る
。
北

を
目
指
す
鳥
達
と
逆
ら
う
様
に
流
れ
下

る
馬
入
川
の
瀬
筋
が
見
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花
富
士
子

牡
丹
の
芽
き
り
り
と
揃
ひ
巫
女
袴

実
朝
の
海
は
群
青
鳥
帰
る

　

海
上
を
渡
っ
て
の
北
帰
行
。
源
氏
縁

の
、
そ
し
て
彼
の
和
歌
に
も
あ
る
群
青

の
伊
豆
の
海
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

亀
鳴
く
や
子
ら
の
帰
り
し
鎮
守
さ
ま

春
泥
の
頬
に
乾
き
ぬ
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村
ゑ
こ

廊
下
ま
で
猫
の
足
跡
春
の
泥

下
校
児
の
道
草
を
す
る
春
の
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
幸
香

幼
子
の
ほ
っ
ぺ
の
赤
し
牡
丹
の
芽

恙
無
く
い
く
山
超
え
よ
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

乳
を
吸
う
大
き
目
を
し
た
春
の
駒

引
鶴
の
声
ふ
り
か
ぶ
り
旅
三
日

　

選
者
吟

き
の
ふ
け
ふ
雨
に
こ
ぞ
り
て
名
草
の
芽

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

　

教
会
前
の
変
則
五
叉
路
は
、
登
校
時

に
六
百
人
以
上
の
児
童
が
利
用
す
る
た

め
、
混
雑
が
激
し
く
危
険
な
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
新
聞
販
売
店
付
近
に
横
断

歩
道
の
新
設
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
の
北
門
か
ら

二
百
名
程
度
が
登
校
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
危
険
緩
和
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

回
覧
等
で
報
知
の
よ
う
に
、
こ
の
新

設
横
断
歩
道
の
交
通
誘
導
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
香
川
小
学
校
が
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

時
間
・
登
校
時
間
の
40
分
間
程
度

　

頻
度
・
月
１
回
程
度

第 226 号 （４）　平成 22 年 ５月 15 日

訃
報
（
平
成
22
年
4
月
18
日
現
在
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

川
村　

道
子
様　
　

69
才　

２
月
22
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

53
組

舘
田　

竹
子
様　
　

73
才　

２
月
23
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

36
・
３
組

渡
辺　

チ
エ
様　
　

87
才　

３
月
２
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

51
・
１
組

小
原　

久
男
様　
　

71
才　

３
月
６
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

1
8

組

青
木　

才
子
様　
　

80
才　

３
月
７
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

27
・
３
組

佐
藤　

康
司
様　
　

72
才　

３
月
25
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
７
組

加
藤　
　

暢
様　
　

94
才　

３
月
30
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

４
・
４
組

深
瀬　

紀
子
様　
　

69
才　

４
月
１
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
２
組

寺
尾　

早
苗
様　
　

94
才　

４
月
12
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
２
組

　
「
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
教
室
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
の
教
室
は
60
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の

方
の
健
康
づ
く
り
や
運
動
能
力
を
高
め

る
た
め
に
市
が
主
催
、
市
内
の
民
間
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
３
ヶ
月
の
教

室
（
各
施
設
の
募
集
20
人
）
で
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

参
加
者
一
人
一
人
の
体
力
に
合
わ
せ
て

メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
ま
た
マ
シ
ン
の

使
い
方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健

康
運
動
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒

に
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

週
に
２
回
の
教
室
（
20
回
）
で
参
加

費
用
は
６
千
円
、
そ
の
間
風
呂
、
サ
ウ

ナ
な
ど
施
設
の
利
用
は
無
料
で
す
。
講

座
が
終
了
し
て
も
そ
の
ま
ま
継
続
す
る

人
も
多
く
、
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

今
年
５
月
の
教
室
は
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
が
、
毎
年
募
集
が
あ
り
ま
す
。
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）

の
充
実
に
お
勧
め
で
す
。　
　
（
Ｊ
）

Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
健
康
か
ら

　
「
広
報
か
が
わ
」
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
変
更
の
内
容
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
部
屋
の
予
約
申
込
み
は
、
毎
日
午
前

９
時
か
ら
10
時
の
間
に
受
付
け
ま
す
。

　

受
付
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
パ
ー
ト
管

理
員
３
名
（
谷
藤
美
佳
、
田
中
京
子
、

古
宮
幸
子
）
が
交
代
で
担
当
し
ま
す
。

　

予
約
は
、
申
込
み
時
の
使
用
料
と
引

替
え
に
確
定
し
ま
す
。

②
毎
週
金
曜
日
の
休
館
日
を
廃
止
し
ま

し
た
。
休
館
日
は
年
末
年
始
の
５
日
間

（
12
月
30
・
31
、
１
月
１
～
３
日
）
の

み
と
し
、
一
層
便
利
に
し
ま
し
た
。

③
玄
関
の
鍵
を
電
気
錠
に
変
え
、
入
退

館
の
施
錠
が
簡
単
な
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
キ

ー
」
で
、
管
理
を
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

キ
ー
は
、
各
利
用
団
体
お
よ
び
自
治

会
役
員
の
責
任
者
に
貸
与
し
、
管
理
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
保
安
警
備
上
、
セ
コ
ム
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
導
入
し
て
万
全
を
期
し
、
監
視

カ
メ
ラ
な
ど
も
装
備
し
ま
し
た
。

⑤
使
用
団
体
を
登
録
制
に
し
ま
し
た
の

で
、
継
続
利
用
す
る
団
体
は
、
事
前
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
管
理
員
の
勤
務
時
間
は
、
午
前
９
時

～
10
時
30
分
と
、
館
内
チ
ェ
ッ
ク
の
午

後
８
時
30
分
～
９
時
の
勤
務
で
す
。

⑦
詳
し
く
は
自
治
会
館
に
「
会
館
の
し

お
り
」
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑧
こ
れ
ら
の
変
更
に
伴
い
「
自
治
会
館

使
用
規
則
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
更
に
利
用
し
や
す
い
会

館
運
営
を
目
指
し
て
、
部
会
員
お
よ
び

管
理
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
皆
様
か
ら
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
会
館
管
理
部
会
長　

野
島
勝
生
）　
　

　

平
成
22
年
２
月
25
日
（
木
）
19
時
よ

り
香
川
自
治
会
館
に
お
い
て
、
22
年
度

新
隊
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
隊
長
23
名
が
出
席

す
る
中
、
山
本
自
治
会
長
を
始
め
と
す

る
自
治
会
役
員
な
ら
び
に
来
賓
と
し
て

茅
ヶ
崎
警
察
署
生
活
安
全
課
・
永
吉
課

長
ほ
か
１
名
、
市
防
災
安
全
部
安
全
対

策
課
・
斉
藤
課
長
ほ
か
２
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
労
い
と
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
又
、
永
吉
課
長
か
ら
は
香

川
地
区
刑
法
犯
に
つ
い
て
講
和
を
い
た

だ
き
、
自
転
車
盗
は
依
然
増
加
傾
向
に

あ
る
旨
、
注
意
を
喚
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
21
年
４
月
よ

り
22
年
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間
皆
勤
の

方
が
23
名
お
ら
れ
、
皆
勤
賞
を
授
与
し

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

22
年
度
は
26
隊

123
名
の
編
成
で
、
新

た
に
、
み
ず
き
自
治
会
に
も
参
加
い
た

だ
き
ま
す
。
香
川
、
松
風
台
、
甘
沼
、

み
ず
き
の
住
人
の
編
成
で
、
湘
北
地
区

の
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

尚
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
月
１
回

約
２
時
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
隊
員

は
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
部
会
長　

阿
部
利
昭
）

編

集

後

記

　

本
年
度
も
引
き
続
き
広
報
部
会
に
参

画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
も

掲
げ
ま
し
た
が
、
今
回
も
「
皆
に
読
ん

で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
良
い
紙

面
は
作
れ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

  

（
第
一
町
内
会　

海
老
名
惇
）

　

二
期
目
の
広
報
部
員
と
し
て
、
マ
ン

ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
日
々
町
内

活
動
に
目
を
配
り
、
新
鮮
な
情
報
を
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

  

（
第
一
町
内
会　

石
井
淳
一
）

　

役
員
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。
わ
か
ら
な
い

事
だ
ら
け
で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。   

（
第
二
町
内
会　

大
野
昭
子
）

　

私
は
香
川
に
引
っ
越
し
て
、
早
く
も

７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

広
報
紙
を
読
む
人
か
ら
、
作
る
側
に

な
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

  　
（
第
二
町
内
会　

那
木
由
美
）

　

突
然
広
報
を
受
け
、
私
に
で
き
る
こ

と
な
ど
あ
る
の
か
と
心
配
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
ら
ぬ
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　

 

（
第
三
町
内
会　

山
中
寿
子
）

　

初
め
て
広
報
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

読
者
か
ら
作
る
側
に
。
微
力
で
す
が
身

近
な
記
事
を
お
伝
え
す
る
お
手
伝
い
を
、

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

  

（
第
三
町
内
会　

渡
辺
美
千
子
）

　

本
年
度
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

  　

（
第
四
町
内
会　

今
井
友
子
）

　

今
回
初
め
て
自
治
会
活
動
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
す
。
紙
上

が
伝
え
た
い
事
や
知
り
た
い
事
で
埋
ま

り
皆
様
に
注
目
さ
れ
る
様
に
努
め
ま
す
。

　
　

  　
（
第
四
町
内
会　

小
林
信
幸
）

み
ん
な
の
声

防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

４
月
か
ら
自
治
会
館
の
使

用
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

お
知
ら
せ

諏
訪
神
社
例
大
祭

・
６
月
５
日
（
土
）　

宵
宮
祭

・
６
月
６
日
（
日
）

　

大
祭

浜
降
祭

・
７
月
19
日
（
月
）

会館管理
　情報　

スティックキー
式の電子錠

香
川
小
学
校
横
断
歩
道
新
設
に
伴

い
誘
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

隊
長
会
議
開
催

今
年
度
よ
り
み
ず
き
自
治
会
も
参
加

し
、
湘
北
地
区
の
犯
罪
抑
止
に
！


